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概概概概        要要要要    

    

植物は、香りを用いて天敵昆虫を誘引し、害虫から身を守っている。また、害

虫の種によっては、餌探索の際に植物の香りを用いて食べに行くか、忌避する

かどうかを決定する。つまり、天敵昆虫や害虫が誘引または忌避する植物由来

の揮発性物質を同定し、利用することで、これらの昆虫の行動を制御すること

が可能である。さらに、昆虫は、嗅覚だけでなく視覚も利用しているため、香

りと光（LED）を併用した行動制御も可能である。 

従来技術従来技術従来技術従来技術・・・・    

競合技術競合技術競合技術競合技術    

とのとのとのとの比較比較比較比較    

（（（（優位性優位性優位性優位性））））    

天敵昆虫を圃場に維持するために景観植物の利用の研究が進められている。ま

た、害虫を圃場から追い出し、圃場周辺に栽培した別の植物に害虫を誘引する

技術（プッシュ-プル法）が注目されている。開発する技術は、植物の代わり

に香りや光、給餌装置を設置し、これら技術の簡易化を目指したものである。 

本技術本技術本技術本技術のののの    

有用性有用性有用性有用性    

農薬使用回数にカウントされない手法で害虫防除が可能。天敵誘引、害虫忌避

のための植物の管理、維持が不要。 

関連情報関連情報関連情報関連情報    
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